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Ｅ
Ｖ
用
電
一流
セ
ン
サ
ー
部
品

サ
ン
コ
ー
ル

（本
社
＝
京
都
市
、
大
谷
忠
雄
社
長
）
は
、
配
Ｖ

（電
気
自
動
車
）
向
け
に
需
要
が
拡
大
し

て
い
る
電
流
セ
ン
サ
ー
向
け
部
品

「シ
ャ
ン
ト
バ
ス
バ
ー
」
之
、
今
年
■
月
か
ら
北
米
向
け
に
量
産
供
給
を

開
始
す
る
。
２
０
２
３
年
度
に
は
年
間
１３
一ガ
台
の
供
給
規
模
と
な
る
見
通
し
て
、
車
載
用
電
流
セ
ン
サ
ー
事

業
を
新
規
事
業
の
柱
の

一
つ
と
し
て
育
成
強
化
を
図
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ら
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

や
Ｈ
Ｖ
ト
ラ

ッ
ク
、
自
動

搬
送
装
置

（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
、太

陽
光
発
電
装
置
な
ど
各
種

を
順
及
量
藤
対
烙
し
て
き

た
「

２
‐
３
年
度
供
給
規
模
１３
万
台
ヘ

＆
霧
霧
翻
里鶉
錢

従
来
、
バ
ス
バ
ー

（
大

容
量
の
電
流
を
流
す
導
体

部
品
）
の
電
流
検
出
に
は

非
接
触
型
の
ホ
ー
ル
セ
．ン

サ
ー
を
取
り
付
け

毛
行

っ

て
い
た
が
、
組
立
工
数
や

郡
晶
点
数
、
取
り
付
け
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
課
題

が
あ

っ
た
。
同
社
で
は
バ

ス
バ
ー
に
、
抵
抗
値
の
極

め
て

小
さ

い
シ

ャ
ン
ト

（
抵
抗
器
）
機
能
を
付
加

し
た
シ
ャ
ン
ト
バ
ス
バ
ー

を
開
発
し
、
そ
れ
ま
で
の

締
結
部
発
熱
と
そ
れ
に
よ

る
電
力
損
失
の
デ
メ
リ

ッ

ト
解
決
に
加
え
、
低
コ
ス

ト
、
高
精
度
、
フ
レ
キ
シ

プ
ル
設
計
な
ど
も
可
能
と

な

っ
た
。

昨
年
か
ら
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ

す
と
実

装
テ

ス
ト
を

進

め
、
今
回
本
格
採
用
が
決

定
し
た
。
用
途
先
と
し
て

は
Ｅ
Ｖ
車
載
用
の
ほ
か
、

産
業
機
器
の
イ
ン
バ
ー
タ

ー
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
ス

マ

・―
ト
メ
ー
タ
ー
、
家
庭

用
蓄
電
池
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野

へ
の
採
用
が
期
待

で
き
る
。
同
社
で
は

「ま

ず
は
Ｅ
Ｖ
向
け
の
採
用
拡

大
を
進
め
、
将
来
的
に
は

幅
広
い
需
要
獲
得
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
ス
大
谷
社

長
）
考
え
。
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